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＜連絡事項＞

· ローテーションで石岡啓子さんが通所へ研修に来ている。午前はデイケア・デイナイトケアのプログラム見学し、午後はデイケアの選択プログラム見学予定。

· 本日までに通所基準手順書を作成して提出する事。Wｉz→通リハ→プログラム→2007へ保存して下さい。

· プログラム案に資料を添付して本日までに提出する事。

＜外来情報＞

· 繁名　和恵様　～「幻聴が体から噴出している。さっき頭が吹き飛びました」と話されている。主

治医より青山荘へ戻って休んでいいとアドバイスあり。

· 秋山　和子様　～6/11より風邪症状あり、鼻水が出るとの事で、PL顆粒（風邪薬）・トローチが　　　　

5日分処方となる。また、昨日、吐き気があったと報告あり、ガスター（胃薬）7日分処方となり主治医より薬が多い為間違わないようアドバイスあり。

· 中村　鶴子様　～2.3日前からだるく、眠いと話されている。

· 溝越　キク様　～6/10朝・昼食後薬服用を忘れたと報告あり。映画を観る為に急いだからと話さ

れている。主治医より、血圧の薬も含まれている為、忘れないようにとアドバイスあり。

· 村井　節子様　～新デイケア棟を見学に行って来たと反応良く話されている。2階の窓から自宅が

見えると話されている。

· 袴田　淑子様　～青風荘への入所はまだ決まっていないと報告されている。夜中、両足のふくらは　　

ぎが痛くなると話される為、リボトリール（神経用剤）追加処方となっている。

· 清川　厚子様　～時々お腹が痛くなる、便は毎日出ていると報告あり。デイケアへきちんと通うよ

うにと主治医が話したことに対し、言葉を濁している。本日、採血施行。

· 其田　淑子様　～3日前より両下腿が張って歩きにくいと話されていたが良くなってきているとの

事。ナパゲルン軟膏（25g）1本処方、1日3.4回塗布し様子を見るようにとの事。

· 種本　サハ様　～両目に充血見られ、アレグラ（抗アレルギー剤）6日分処方となっている。ケベ　　　

ラ（20ml）静脈注射施行している。　

· 熊澤　容子様　～H19.5.31当院退院。退院後みちのく記念病院通院希望あり、紹介状作成してい　　　　　　

る方。2：10本人様より「精神的にやばい。朝まで待てない。そっちの病院に入院したい。」との電話あり。具体的な現在の状態は話さず、又、退院時みちのく記念病院を紹介している為、そちらを受診するよう伝えるも「一回行ったが、あそこはもういい。」と話している。飲酒しているとの事で、体からお酒が抜けてからの受診・入院となる事伝える。受診希望の際は再度電話頂きたい事伝えている。

· 佐藤　駿　様　～統合失調症の方。当院6/11初診、本人、家族、入院での治療希望され東Aユニ　　

ットに任意入院となる。

· 木村　誠　様　～6/2退院後初外来、飲酒はしていないとのこと。糖尿病治療に関しては八戸市立

市民病院内分泌科医師より指示があり、対応していくこととなる。本人甘いものが欲しくなると話され、間食・飲酒について指導ある。

〈社会保障手続き〉担当：下平・末政

· 中村鶴子様：自立支援医療費更新

→次回保険証・印鑑・年金振込み通知を持参するよう伝える。

· 清川厚子様：自立支援医療費・精神障害保健福祉手帳更新

→次回年金証書・年金振込み通知書・写真を持参するよう伝える。

· 工藤洋子様：精神障害者保健福祉手帳更新

→年金証書を紛失したとのことで、再発行手続きについて説明する。

＜利用者様情報＞
· 横山　耕生様～　昨日16：00まで通所で過ごすことが出来ている為、本人を褒めると「僕の病気

は治りましたか？」と尋ねられる。スタッフ：「安定していると思う。このまま継続する為には根性が必要」と話している。本日本人が、「父に相談したら『そのスタッフから治してもらって』と話していた。父は宗教を信仰していて、薬は飲まなくてもいいと言っている」と話されている。服薬の重要性やデイケアへ通う事、関係機関の重要性について説明している。本人は、自分の身の上の事を話され、今後について「心身共に健康になって彼女を作りたい」との事。

⇒本人は自分の話を聞いて欲しく、また、他者の意見に左右される発言が多いため、担当スタッフはこまめに面談を行っていく。

· 種本　サハ様　～昨日昼食後から眼の痒み、鼻汁の訴えあり。眼が充血されており「痒くて

擦ってしまう」と話されている。眼を擦らない事、受診する事を説明している。

· 其田　淑子様　～右下腿痛を訴えられ、むくみを疑い、圧迫するとくぼまず回復。本日受診。

· 繁名　和恵様　～定時に通所されず青山荘へ連絡すると「幻聴が激しくトイレにこもっている。問　

診終了後デイケアへ行くように促します」と青山荘スタッフが話される。問診終了後、通所され笑顔で「幻聴が体から噴出している。自分の声でいっぱい話し掛けて来る。どれが自分なのかわからなくなる。さっき、頭が吹き飛んだ。主治医も休んでいいと言っていた。頭がもやっとする。」と話され早めに帰荘。「明日は努力してみる」と話されていた。

· 我満　奈津紀様～本日も胃がムカムカすると話される。本人より、煙草のせいではないかと話され、

喫煙本数を減らし、定期薬の胃薬（アランターＳＦ）を服用し様子をみる事としている。本日夕方、彼氏様から食事に誘われている事を笑顔で話されている。

· 晴山　美智子様～本日から、職親体験終了し毎日通所となる。ダイエット目的で目標体重は90㎏。

本日のプログラムで運動に取り組まれている。

· 村井　節子様　～外来受診後新デイケア棟へ見学に行かれている。実際使用する事を考えて質問　

聞かれている。時折、通所へ顔を見せに寄って欲しいことを話している。

· 本多　富美様　～6/14（木）14：00～通所見学予定。通所開始時、青明舎登録予定。

· 山田　健次様　～最近、通所へ出欠の確認に来所せず。本日、本人と会った際にスタッフがその事

について話すと出欠の確認に来る事を約束する。来所された際は、体調や生活状況の確認を行う事。

· 田澤　敏勝様　～皮膚科受診し両手の湿疹について、以前頸部の湿疹と同じ軟膏が処方される。　　

現在、ガーゼ保護処置中。本人から「手袋をするように言われた」と曖昧な発言ある為、青山荘へ受診時の事について情報確認予定。

＜業務改善＞

· 環境整備～テプラで青山荘から譲り受けた物品へ番号付け終了している。今後は旧（現）デイケア　

から運んだ物品へテプラで番号付け行う予定。

· マニュアル担当～緊急時の対応・救急ＢＯＸについて確認している。

・急変した時：精神状態か身体疾患か看護師が見極め、日中は外来へ、夜間は病棟チーフへ連絡し、指示を仰ぐ。

・救急ＢＯＸ；医療ガス委員会へ点検を依頼する。

　

＜勉強会＞

○デイケア・デイナイトケア・ナイトケアについて

精神科デイケアの機能

1. 再発・再入院を防止すること

…デイケアに通うことで服薬が規則的になり再発が未然に防げたり、病状がかなり悪化してもデイケアで個別的に支える事により再入院を阻止できたりする。

2. 仲間作りの場としての機能

…話し相手が見つかり、それで少しずつ規則的な通所が出来るようになり、グループに参加できるようになる。ついで、デイケアの場面以外でのメンバー同士の付き合いが広がっていく。メンバーは同じような悩みを持つものが自分以外にもいたこと、デイケアでは何でも話せるということなどを体験する。

3. 社会参加の促進を図ること

…デイケアでの通所目的に仕事に就きたいと言う事が多い。メンバーは仕事そのもののストレスもさる事ながら、職場で人間関係が上手くいかないと訴える。

リハビリテーションの目標は必ずしも就労だけとは限らない。今ある能力で精一杯暮らすということもリハビリテーションの１つのありようである。

しかしながら、働く事は１つの生きがいでもあるので、働く事に代わる生きがいを見出すことの大切になってくる。

4. 家族への支援

…デイケアにメンバーが通うことで、家族の精神衛生は大変よくなる。しかし、なかには家族を巻き込む形のアクテイングアウトや問題行動を起こすメンバーもいる。家族自体が相当に混乱した状態に陥る場合があるので、家族に対しても濃厚な支援が必要である。

デイホスピタルの定義（ビエラ）

1. 権限の上で、独立した単位または病院であること

2. あらゆる種類の精神疾患を扱うこと

3. それゆえ精神病院にとってかわるものであること

4. あらゆる最新の治療を提供出来ること

5. 治療共同体の基本原理に基づいていること

6. 治療的ソーシャルクラブを持ち、クラブの毎週のミーティングには1人の精神科医が出席すること

7. 患者中心であってドグマ中心でないこと

スタッフの義務（ビエラ）

1. 個々の患者に対する自分（スタッフ）の行動の動機を認知すること

2. 他のスタッフに対する自分の態度を分析すること

3. 失敗を失敗として認めることが出来ること

4. 批判を受け入れることが出来ること

デイケアの治療構造の特性

1. 集団活動中心

1 デイケアプログラムはさまざまな種類の集団活動を活用する

2 メンバーの集団、スタッフの集団、両方合わせた集団

2. チームアプローチ

多職種によるチーム（医師、看護師、保健師、作業療法士、心理士、精神保健福祉士など）

　心理社会的療法としての精神科デイケア

・集団療法・レクリエーション療法・作業療法・生活技能訓練










